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円相場、147 円台半ばに下げ渋り 中値は「ドル需要強い」 

9 日午前の東京外国為替市場で、円相場が下げ渋っている。10時時点は 1 ドル=147

円 41〜43 銭と前日 17時時点と比べて 1 円 57銭の円安・ドル高だった。10 時前には

一時 147 円 21 銭近辺まで下げ幅を縮めた。米景気懸念の後退を受けた円売り・ドル

買いが一巡。米連邦準備理事会（FRB）が年内に大きく利下げするとの観測は払拭さ

れておらず、持ち高調整を目的とした円買い・ドル売りも入った。 

だが、円相場の上値も重い。10時前の中値決済に向け、市場では「ドル需要が強い」

（国内銀行の為替担当者）との声が聞かれた。輸入企業など国内実需筋による円売

り・ドル買いが活発だったとの観測が相場の重荷となっている。 

円は対ユーロでも下げ幅を縮め、10 時時点では 1 ユーロ=160 円 88〜91銭と同 1円

33 銭の円安・ユーロ高だった。ユーロは対ドルで小動き。10時時点では 1 ユーロ

=1.0913〜14ドルと同 0.0026ドルのユーロ安・ドル高だった。 
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原油が続伸、円下落で割安感 

9 日朝方の国内商品先物市場で、原油は続伸して取引を始めた。取引量が多い 2025 年

1 月物は 1 キロリットル 6 万 8800 円と前日の清算値に比べ 1500 円高い水準で寄り付

いた。東京外国為替市場で円相場が下落していることで、円建てで取引される国内原

油先物の割安感を意識した買いが優勢となっている。 

8 日発表の週間の米新規失業保険申請件数が前の週から減り、米景気減速懸念が和ら

いだ。8日の米株式相場で主要 3指標が上昇したこともあり、リスク資産を買う流れ

から 8 日のニューヨーク原油先物相場が上昇した。これを受け国内原油先物に買いが

波及している。 

金は反発している。中心限月の 25 年 6 月物は 1グラム 1万 1527円と前日の清算値を

255 円上回る水準で取引を始めた。外国為替市場での円相場下落をきっかけに、円建

ての金先物に買いが入っている。 

白金は 4日続伸している。中心限月の 25 年 6 月物は 1 グラム 4450 円と前日の清算値

を 104円上回る水準で寄り付いた。 
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週間コスト２週４円超低下 半年ぶり安値 76 円弱 原油、 

米中経済先行き懸念映し 

本紙算定による円建て週間原油コスト（ドバイ・オマーン平均）は、原油安と円高ド

ル安の流れが続き、７月 30 日〜８月５日が前回算定時から㍑４円 60 銭、７月 31 日

〜８月６日が５円 20 銭ほど引き下がった。下落は４週連続で、下げ幅は前回算定時に

続いて４円を超えた。火〜月曜日の算定期間では 80 円を下回り、２月上中旬以来、お

よそ半年ぶりの安値水準まで下落している。 

 

 原油相場は米中経済の先行き懸念が売りにつながった。米国では労働省労働統計局

が２日に発表した７月の雇用統計で、失業率が４・３％と前月から０・２ポイント悪

化した。 

 ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）とロシアなどの産油国でつくるＯＰＥＣプラスは１日

に合同閣僚監視委員会（ＪＭＭＣ）を開き、有志国の自主減産を含む現行の減産計画

を維持した。次回会合は 10 月２日に開く。 

 一方、イランを訪問していたイスラム組織ハマスの政治局長ハニヤ氏が７月 31日に

殺害され、中東の地政学リスクが高まったことは買いにつながった。 
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徳山のＳＡＦ製造ＦＳ終了 出光基本設計に移行 2028 年度年産

25 万㎘規模装置新設へ 

 

出光興産は、徳山事業所（山口県周南市・太田義彦執行役員所長）のＨＥＦＡ技術に

よるＳＡＦ（持続可能な航空燃料）製造プロジェクトが事業化調査（ＦＳ）を終え、

８月から基本設計段階に移行すると発表した。２０２８年度の完工・運転開始を目指

し、年産 25 万㌔㍑規模の装置を新設する（製油所当時の設備の一部転用含む）。 

 ＳＡＦの製造方式には、サトウキビなどの糖類をバイオエタノール化して原料に用

いるＡＴＪ技術、廃食油や植物残渣などを用いるＨＥＦＡ技術、さらに合成燃料があ

る。 

 同プロジェクトではＨＥＦＡ技術を用い、原料の廃食油などは 27 万〜28 万㌧を要

する見込み。プロセスの競争力やサプライチェーン確保とともに原料調達が大きな課
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題で、出光は獣脂などの廃棄物原料や大豆油、ポンガミアなどの油糧植物の活用も視

野に入れる。 
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三菱製紙、紙素材製品や情報用紙を 10 月 21 日出荷分から値上げ 

三菱製紙（株）は、紙素材事業製品全般および情報用紙全般について、10 月 21 日出

荷分から値上げする。 

値上げ幅は、白板紙全般が 10%以上、その他の紙素材事業製品および情報用紙は 5%

以上。 
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